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　大逆事件発生前後のM43年5月末から6月上旬にかけて執筆された、啄木最後の小説「我等の一団
と彼」は、彼の小説の中では高い評価を得ている。そのよく知られているものとして、「社会の矛盾
とその変革の必要についての鋭い先駆的な批判、しかもさしあたり変革の可能性はどこにも見出され
ず、かれ自身その点ではまったく孤独無力であり、現実にたいして指一本ふれることができないの
に、醒めた心はつねに批判をしてやまない一自身のこういう心の働き方に疲れた孤独な知識人の自
意識の苦しみを描くにいたっている点D」が二葉亭四迷よりも一歩進んだものとされている小田切秀
雄氏の評価である。こういう評価は、第5章以前の、とりわけ第3章の亀山と高橋との会話をつかま
え、そこにこの小説のテーマをみられていることから導かれている。しかし、小田切氏らは、この第
5章までの嵐のような議論小説の後に、静かなそれはあたかも雷雨のあとのおだやかな夕焼けでもみ
るかのごとくなつかしい、第6の最終章があることを全く考えられていない。この最終章こそ第5章
までを一気に書いた後、暫くたったから付け足したというような章なのである。そしてその章に、最
初肯定的に描かれ、第4章の松永登場以後は批判的に描かれるようになる、主人公である高橋が全く
跡形もなく消え失せ、代ってそれまで陽の目を見ることもなく消えていった病者松永が、亀山の中で
想起され、一編の小説をその松永に手紙を書くという行為で終らせている。これはいったいどういう
意味があるのだろうか。従来のほとんどの論文は、この最終章の意味、とりわけ松永に視点を向けて
終っていることに触れていない。
　故に本稿ではとりわけ最終章に視点をあて、高橋的世界から一歩退き、松永的世界に眼を向けてい
るところに第二のテーマを読みとり、そのことから執筆当時の主体に触れ、ひいては啄木文学そのも
のの本質にまで軽く触れてみたいと思っている。
　この小説はT一新聞社を舞台にしている。その記老たちの中でもとりわけ仲のよい5、6人が集っ
て1グループを形成し、酒を飲んだり悪口を言いあったりしている。彼らは自分たちを〈学問党〉と
r称している。いわぽこれが題名になっている「我等の一団2）」になるわけである。この一団の中に小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　147　一
説の語り手である亀山という記者、そして安井、剣持という記者3）がいる。この〈学問党〉の若い記
i者たちは、もう31、2歳でY大学がまだ専門学校と呼ぼれた頃の卒業生で、その後中学教師をしたり政
治雑誌の記者や実業家の手代になったり、かなり色々苦労を経てきてからこの新聞社に入ってきた、高
橋彦太郎という記者に興味をもつ。とりおけ亀山はそうであった。その高橋は、「荷つ芳かと言へぽ口
が重く、それに余り人好きのする風采でもないところへ、自分でも進んで友を求めるといふやうな風
はない⊥ストレンジャーである。〈学問党〉の連中は色々と高橋のうわさ話をする。又、実際話し
を交える。そしてついに高橋は「我等の一団」の中に入ってくる。「先づ最初に此の新入者に対する
隔意を失ったのは斯く言ふ私だつた。」と書かれていることに注目せねぽならぬ。第4章に松永が設
定され、松永に対して同情するようになるにつれ、亀山の高橋に対する態度が変わるからである。
　そしてある晩高橋が私の家にやってくる。その第3章は原稿用紙約29枚であり、量的に最大の章に
なっている。そこで亀山と高橋の会話により、高橋の経てきた様々な思潮が語られる。啄木は思潮を
描く時、「時代閉塞の現状」の（五）で「我々青年」が経てきた思潮を、「樗牛」から「梁川」へ、そ
して「自然主義」へと、順を追って、流れとして、点ではなく線としてとらえる傾向があった。又、
それはとりわけ彼自身が経てきた思潮と重複していた。ここでも全く同様である。流れとして纏とし
て語られる。ただこの小説では、テーマを「僕はr道』に於て単に一般的に老人と青年の関係に置い
た目的を、もっと極限して現代の主潮に置いた4）。」と、「思潮」と区別して「境夜あ圭潮」と限定し
ている。つまり様々な思潮の中でも、とりわけ樗牛から得た浪漫的な思潮に高橋が毒され、今日に至
ってもそこから脱け出せず、虚無的な態度になっているという第5章へつづいて展開される「現代の
主潮」を、描きたかったのである。つまりこの第3章は、これまでの思潮を展開し、テーマである
「現代の主潮」を導くための章なのである。それは実際うまく展開されている。
　最初高橋は、「樗牛にかぶれでゐた時代が有つた。」と切り出す。それから一寸間があって、「常に
鋭い理解さへ持つてゐれぽ、現在の此の時代のヂレンマから脱れることが出来ると思つてゐた。」と
言う。しかしそんなことはできぬ、「利己的感情が余りに多量に有る」からとあっさりうちあける。
それは「時代の病気」だと亀山は相槌を打つ。そうすると高橋は、「時代の病気を共有してゐるとい
ふことはあらゆる意味に於て我々の誇りとすべき事ぢやない」と訴える。ここでは高橋という明治の
下積みの知識人が出会った最初の思潮は、樗牛の浪漫的世界であり、そこから得たのは利己的感情で
ある。そしてそれは「時代の病気」として認識されていると考えられる。高橋の出会ったこの最初の
浪漫的な思潮は、きわめて強く彼の内に入りこみ、それがその後様々な思潮を経ても、決っして消え
去らないのである。それが彼を苦悩させているものなのであり、「現代の主潮」なのだ、と啄木は展
開してゆきたいのである。彼がいかに浪漫的思潮に毒されているかが第5章につづいて展開されてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うぬぼることにより、よくわかる。つまりここで「僕はこれでも己惚れを起すことが有るんだぜ、己惚れ
を。滑稽さ。時々斯う自分を非凡な男に思って為様が無いんだ。ははは。尤も二日か、三日だがね。
長くても一週間位だがね。さうして其の後に反動が来る。」と高橋が語る浪漫性と、そこからくる反
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動としての虚無感は、具体的に第5章への伏線となっているのである。「時々斯う自分を非凡な男に
思って為様が無いんだ。ははは。尤も二日か三日だがね。長くても一週間位だがね。」と書かれてい
るものは、第5章では具体的に、「仮病」で社を「三日」休む行動となっている。高橋自身その理由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しごとを、「社を休んだのは少し用が有つて休んだんだよ。実は、四、五日休んで一つ為事しようかと思っ
たんだよ。」と言う。この時代の新聞記者は啄木がそうであったように、そのほとんどが文士くずれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しごとの男たちである。当然自分を「非凡な男」に思って「為事」をしようと思えぽ、小説を書くとか評論
を書くとかに集約されよう。自分を天才小説家かか何かに思うのである。しかしそれはできないの
だ。第3章で「さうして其の後には反動が来る」と書かれているのも、第5章でこの後に「活動写真」
に高橋が行くと書かれることに具体的にその「反動」があらわされる。自己が非凡でない、才能がな
い、そういう人間であることに耐えられなくなるのだ。そのさびしさをまぎらわせるために「活動写
真」に行き、何も考える余地のない状態に自分を置くことにより、浪漫的性格を静めているのであ
る。まさに樗牛的世界に触れた浪漫的性格が消え去ることができない故に苦悩しているという「現代
の主潮」が展開される。
　それと共にその浪漫的性格は、その後様々な思潮を経ても全く消え去らなかったということを、第
3章の中でつづけて書いている。浪漫主義の次にきたのは自然主義の思潮であった。そのことについ
ても高橋は触れている。「自然主義者は旧道徳を破壊したのは俺だといふやうな面をしているが、あ
　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　びれは尤も本末を顛倒してる。旧道徳に裂隙が割れたから、其の裂隙から自然主義といふ様なものが芽
を出して来たんだ。」と高橋は語る。ここにはM43年12月「きれぎれに心に浮かんだ感じと回想」に
おける、「所謂旧道徳の虚偽に対して戦つた勇敢な戦」としての自然主義とか、M43年2月「性急な
思想」で、「自然主義の運動なるものは、旧道徳、旧思想、旧習慣のすべてに対して反抗を試みた」
とする部分的評価が全く無く、全否定的な態度がとられる。ここには高橋をして自然主義の観照的文
学を全く肯定することができず、浪漫的、破壊的文学を「よし」とする激しい内面をもった人物にし
ている。高橋は浪漫主義に毒されていて、全く自然主義という次なる思潮になじめなかったのだ。
　その後高橋が触れたもう一つの思潮は、社会主義あるいは無政府主義である。彼は「野心」といい
かえて次のように語る。「僕の野心は、僕等が死んで、僕等の子供が死んで、僕等の孫の時代になっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　せて、それも大分年を取った頃に初めて実現される奴なんだよ。いくら僕等が焦心ったってそれより早
　　　　　　　　　　　　　　　　　たとひくはなりやしない。可いかね？　そして仮令それが実現されたところで、僕一個人に取っては何の増
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それ減も無いんだ。何の増減も無い！　僕はよく夫を知ってる。だから僕の野心を実現する為に何等の手
段も方法も採ったことはないんだ。」と語る。よく引用される箇所である。このところなどから小田
切氏らの典型的な高橋の解釈がなされるのである。そして第4章の終りには次のようにすら語られ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T．クストゼギレエンnソる。「僕はたX“僕の祖先の血を引いて、僕の両親によって生れて、そして、次の時代の犠牲として
暫らくの間生きてゐるだけの話だ。僕の一生は犠牲だ。僕はそれが厭だ。僕は僕の運命に極力反抗し
てる。僕は誰よりも平凡に死んでやらうと思っている。」と語られる。ここにおいても高橋の浪漫的
性格がよくあらわれている。あっさり社会主義というものに自己を託してはいない。どこか彼の浪漫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　149　一
的性格が批判してやまないのである。それ故に苦悩があり、虚無的な態度があるのだ。
　このように、その初期に触れた浪漫的性格は、その後様々な思潮を経ても全く消え去ることなく彼
の中にありつづけたのだ。それ故に苦悩している現代人を「現代の主潮」として描いているわけであ
る。
　そこで当初の予定としては、そのような激しい浪漫性をひきずっているが故に、それによって犠牲
となって消えてゆく人物像が必要であった。本人も苦悩しているが、周りにいるとりわけ弱い老に犠
牲を強いる結果になるということを訴えたかったのだろう。その弱い者が第4章で突然のように設定
される松永であった。当然最初の意図では、松永はこの高橋的世界をより鮮明に浮きだすための脇役
として設定されたにすぎない。
　その松永とは、「人柄の穏しい、小心な、そして蒲柳の質で、社の画工の一人」である。学校時代
は秀才であったが、師画伯から破門され、又、学校をも中退し、社の画工になっている。「不幸な男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きりだった。もう三十近い齢をしてゐながら独身で、年とった母と二人限の淋しい生活をしてゐたが、女
　　　　　　　　やさ　　　　　　　　　　　ものこしにでも有りさうな柔しい物言ひ、挙動の裡に、常に抑へても抑へきれぬ不平を蔵してゐた。従って何
　　　　　　けんかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ななつきご方かといふと猫介な、容易に人に親しまぬ態も有った。」と書かれる松永は、「七月児」であり、「肺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も病」であり、「長くて精々三月、或は最初の略血から一月と保たないかも知れない」と噂される人物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こはである。又、松永は、画家にならうとしているが、「其の夢が段々殿れて来たんで、止せぽ可いのに
第二の夢を見始めたんだね、作家になる代りに批評家になる積り」だったといわれる。しかし、「将
来の日本画といふものは何んなもんだか、まるで見当が付かんと言ふ」、つまり「批評家に成るにも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうこう批評の根底が見付からない」と訴える。彼は「日本画と油画の中間に彷復して」いる人であるといわ
れる。そういう松永に高橋は「親切を尽す」のである。
　高橋も松永もいわぽ芸術的なものに夢を追いつつも、現実の壁の前に立往生している。それでもな
んとか夢を果たそうとする浪漫的自我を内在させている「不幸な男」であることにおいて、同性質の
人間なのだ。高橋はそういう松永に自分の中の、ある一面を見る思いがする故に近づいてゆかざるを
えないのである。しかし、彼らには決定的な相違があった。つまり高橋には「美術」や「歌」という
芸術が全く理解できなかったのである。rr画を描いたり、歌を作ったりするのは、僕には子供らしく
て兎てもそんな気になれない。』さう言う言葉を私は何度となく聞いた。」と書かれる。いわぽ、高橋
を（長編）小説の世界を象微するものとすれぽ、松永こそ「悲しき玩具」である短歌の世界を象徴し
ているものとさえいえるのである。さらに両者は啄木により一行で書き分けられている。「健康な高
橋と死にかかっている肺病患老」松永である。高橋は「親切」のためにしきりに松永のところへ行き
相談相手になり、それを亀山らに報告する。その中で、松永は作家から批評家に転心しようとするが
それがうまくゆかない。「明治の文明は皆それなんだが。一」と語る。その報告を聞きながら亀山は
次のように思うのである。「聞きながら私は妙な気持に捉はれてゐた。眼はひたと対手の顔に注ぎな
　　　　　　　■　　　　　　　　　　　の　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　ロ　　の　　コ　　．　　コ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にじ
がら、心では、健康な高橋と死にかかってゐる肺病患者の話してる様を思ってゐた。額に脂汗を浸ま
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せて、咳入る度に頬を紅くしながら、激した調子で話してゐる病人の衰へた顔が、まざまざと見える
様だった。そして、それをじろじろ眺めながら、ふんふんと言って臥転んでゐる高橋が、何がなしに
残酷な男のやうに思はれた。」（傍点　池田）と書かれる。
　ここの時点であきらかに亀山の視点は、高橋に嫌悪を向け、松永に対して同情を向けていることが
わかる。第3章で「私は何故か高橋が好きだった。」と書かれるものは、松永登場後、嫌悪に変わり、
代って松永に同情のまなざしになっている。ここらあたりから、「時代の病気」である「利己的感情」
のために犠牲となって消えてゆくだけの人物設定が、段々啄木の中で疑問に思はれ始めたのだ。書き
進めてゆくうちに松永の方にも、今啄木の直面している様々な苦悩を託せる人物像であることに気づ
き始めたのだ。しかし、ここではまだ完全ではない。高橋的世界から一歩退き、松永的世界に眼を向
けている最後の第6章にそれが描かれることになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆつく　結局松永は、編集長が「半年なり、一年なり緩り保養してゐても社の方では別に苦しく思はない」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　にという申し出を断り、「退社」する。そして「転地」として母に連れられて、「郷里」に帰るのであ
る。その松永を「プラットフォオム」で見送る様が描かれる。松永は、「声に力は無かったが、顔ほ
　　　　　　　　　　　　いそいそどに陰気でもなく、却って恰々してゐるやうなところもあった。病気の為に半分生命を喰はれてゐる
人とは思はれなかった。」と描写される。帰省し、そのまま死んでしまうかもしれぬ松永に悲しむよ
うなしぐさがない。むしろ喜んですらいるようである。その様を見て亀山は次のように思う。「何と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　ゐいふこともなく、松永の彼の衰へ方は病気の所為ではなくて、高橋の残酷な親切の結果ではあるまい
かといふやうな気がした。医学者が或る病毒の経過を兎のやうに穏しい動物によって試験するやう
に、松永も亦高橋の為に或る試験に供されてゐたのではあるまいかと……。」高橋は弱い者に対して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひまつぶし親切をする。しかしそのやり方が、彼の激しい浪漫的性格故に過渡になり、それは「消閑法」と言わ
れるほどになる。それ故に彼らの関係は常に「医学者」という強老と、「兎のやうに穏しい動物」と
いう弱老との関係にしかならないのである。それが「残酷な親切」という形容になるのだ。結局松永
は高橋のような人間の犠牲となり静かに消えてゆく。啄木は当初、松永をそういう消えてゆくだけの
設定にしていたのである。
　その「プラットフォオム」での描写が終ると第5章に入り、第3章の伏線である、「自己を非凡な
男」と思うということと、「其の後に反動が来る」ということが具体的に描かれる。つまり先程書い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しごとたように、「自己を非凡な男」と思ってしかたがない故に、彼は「仮病」で社を「三日」も休み「偽事」
をするのである。第3章で「さうして其の後には反動が来る」と書かれているのは、この章でも「そ
れが出来なかったから、ぶらぶらと夕方から出懸けて行く」という反動が描かれる。それは具体的に
「活動写真」を見に行くのである。そこを「批評のない場処」だという。自己の浪漫的性格から、松
永を犠牲にし、今また社を休み「偽事」をした。しかしそれはできない。自己の鋭敏な神経を休める
のに彼は「活動写真」という場所を利用しなけれぽならないのである。そしてこの章の終りに、彼は
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語る。rr活動写真で路を歩いてる人を見ると、普通に歩いてゐるのが僕等の駈足位の早さだよ。　Wtti
　　　　　　　　　　　　　　ゆうぺるところなんか滅法早い。僕は昨夜自動車競争の写真を見たが、向うの高い処から一直線の坂を、自
動車が砂煙を揚げて鉄砲玉のやうに飛んで来るところは好かったねえ。身体がぞくぞくした。あんな
のを見てると些とも心に隙が無い。批評の無い場処にゐるばかりでなく、自分にも批評なんぞする余
裕が無くなる。僕は此の頃、活動写真を見てるやうな気持で一生を送りたいと思ふなあ。』」である。
まさに樗牛に触れた浪漫的自意識を脱しきれず、それ故に苦悩し、虚無的な態度に陥っている様が読
みとれることぽである。しかし、「我等の一団」の人たちには、とてもそんな深い苦悩は知るよしも
ない。rr自動車を買って乗り廻すさ。』安井は無雑作に言った。」という一文で第5章が終る。おそら
くこの皮肉な一言でこの小説は終る予定であったと考えられる。事実上高橋の苦しんでいる「現代の
主潮」はほぼ描き尽されたからだ。「我等の一団」と「彼」との関係に「現代の主潮」は描き尽され
たのだ。
　　「先月の末からか！・．ってr我等の一団と彼』といふものを書いてる。もう六十何枚書いたが、まだ
三十枚はかけさうだ。」と山崎宛書簡に書いているが、ここで約95枚である。当初はここで終る予定
であったと考えられる。ところがこの後に原稿用紙約4枚の第6の最終章がある。その章は色々な点
で、第5章までと大きく変化している。それは何か大きな事件に遭遇して暫くたってから付け足した
というような感じをさえ与えるのである。
　まず文体があきらかに全く異っている。第5章までの重苦しい議論的な文体とは打って変わり、第
6章は、〈私〉である亀山の静かな語りでしめくくられる。それはあたかも激しい雷雨のあとの夕焼
けでもみるかのごとくなつかしい感じを我々に与える。この穏やかな文体こそ、浪漫性の激しい高橋
的世界ではなく、静かで穏やかな松永的世界を引き出すのに好都合である。さらに、まさにその松永
の設定に第5章までと変化がある・とである．第4章で醐し、「薇の躰で、彼の病気で路血す
るやうにな・たらもう駄目だと言ふんだ．長くて糖三月、或は最初の略血から一月練たないかも
知れない」と高橋に言われ、実際、その松永を「プラットフォオム」で見送る段階になると、「再びと
逢はれまじき友人」と書かれるのである。病気はかなり重いのである。啄木にとって第4章の設定時
までは、松永はそのまますぐに死んでしまう設定、高橋の犠牲としてただ同情されつつも消えてゆく
だけの設定であったと考えられる。ところが、第6章ではその冒頭から、「松永に励れた夏一去年
の夏は其のやうにして過ぎた。」となり、季節は秋になっていると書かれる。そして最後に、「私は其
の夜、新橋で別れて以来初めての手紙を、病友松永の為に書いた。」と、松永に手紙を書くという行
為を亀山にとらせている。松永は今にも死んでしまうと書かれ、実際消えてしまったのに、なんと第
6章ではその後一年と一季節が過ぎてもなお松永は生きのびているのである。もちろんただ一方的に
亀山が想起するだけだから確証はない。死んでしまっているかもしれぬ5）。しかし、そんなことが重
要なのではない。死んでしまっていてもおかしくない人物をあえてここで想起させていることが重要
なのだ。啄木にとって急にこの人物像が必要になったことを意味しているからだ。それはいったいど
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ういう意味があるのだろうか。従来この点に言及している人がほとんどいない。唯一、上田博氏だけ
である。rr私』が高橋から離反し、病友松永のために手紙を書いたとき、それは現実を形成するもの
としての人間を自らのうちに発見し、人間への信頼を回復する行為としての意味を帯びていたのでは
なかろうか6）。」と上田氏は考えられている。しかし、「人間への信頼を回復する行為としての意味」
を訴えるために啄木はわざわざ、死んでしまってもおかしくない人物を想起させたのであろうか。こ
の章では今まで大活躍した「彼」である高橋の姿が跡かたもなく消えてしまい、代って亀山の中で大
きく松永が想起されるのである。啄木の中に何か強烈な欲求があり、作品構造を壊してまでも想起し
なけれぽならないほどのものがあったのである。それはいったい何であったのだろうか。思うに、そ
れは松永的世界は決っして捨て去ることができないということでは・なかったか。（そのことは後で書
く）。「我等の一団」と「彼」＝高橋との関係を使って「現代の主潮」を描こうとしたものを最初の意
図とすれぽ、この最終章、それもとりわけ松永へ視点を向け直したところは、最初の意図からはずれ
たのである。大げさに言えぽ、第二のテーマといえるかもしれぬ。それは当初啄木自身すら予期して
いなかったことであった。書き進めてゆくうちに、松永に思わぬほどの感情移入がなされていったの
だ。その感情移入に拍車をかける出来事があった。いわゆる大逆事件が、天皇暗殺を意図する未曽有
の大事件であることを「心証的7）」に知ったと考えられるのである。そこで第6章を付け加えたのだ。
こう解することにこの小説の正確な読みとりがあり、この当時の啄木の主体があり、ひいては啄木文
学そのものの本質があるのだ。
　このようにストーリーを辿りながら問題点を色々考えてきたが、その中でもとりわけ従来のものに
問題があるのは、「病者松永」の読みとりなのである。「我等の一団と彼」に触れた最もすぐれた論文
と考えられる上田博氏のものまでが、松永の視点への配慮が乏しい。せいぜい高橋の補助的な設定と
してしか最後まで考えられていない。何故であろうか。それはおそらく啄木がつけた題名にだまされ
ているからである。啄木のつけた題名を決定的なものとして固定して考え、柔軟な思考を欠いている
からである。その題名に捕われそこからしか小説を解しようとしていないからである。つまり従来の
「我等の一団と彼」に触れたほとんどすべての決定的な誤りは、題名からしか内容を把握していない
ことから起こっている。それ故に松永が付け足し程度にしか解されないのだ。なぜなら、「我等の一
団と彼」では、「彼」は高橋であり松永はその題名から漏れるからだ。
　啄木という人はその本質がやはり詩人であったからなのかもしれぬが、インスピレーションにまか
せ、まず最初に題名をつける人であった。しかしその題名は多分に主題を暗示させていることが多か
った。そういう題名をつけた後に、それにそってコツ〈と毎日少しずつ時間を決めて書いてゆくの
である。そういう傾向は処女作当時から一貫した啄木の小説創作手順であった。「七日になった。三
日の夕から予は愈々小説をかき出した。r雲は天才である』といふのだ8）。」と、その後約5ケ月間に
渡って書きつがれるその最初に既に題名があったことがわかる。それは初めて新聞に連載された「鳥
影」に至っても同様である。「静子の悲」→「鳥の骸」→「鳥影」とその題名に苦心し、「鳥影」と決
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めた時から一気に書き始めていることからもわかる。又、「赤痢」にしても同様である。M42年11月
22日「“昂”に出すべき“赤痢”を書き出した。」と日記に書かれている。書き出したその日に既に題
名が決まっている。又、同様にM43年6月13日の岩崎宛書簡では、「喜劇r父と子』はまだ頭の中で
熟さない。」と書かれている。熟してもいない段階から既に題名だけはあったのである。その他、多
くの題名だけ書かれ、書かれなかった小説がある。この「我等の一団と彼」においても同様のことが
いえる。先程も引用したが岩崎宛書簡で、「先月の末からか）・．ってr我等の一団と彼』といふものを
書いてる。もう六十枚書いたが、まだ三十枚は書けそうだ。（中略）書き上げもしないうちから余り
講釈をするのはやめるが、兎に角僕はコツ〈と少しつつの時間で毎日いくらかずつ書いてゐる。」
と書かれている。書きあげられる前に既に題名はある。最初にまず主題を暗示する題名を考え、それ
にそってコツ〈と書くパターソは「雲は天才である」以来一貫したものであった。そして、少くとも
その松永登場以前の60枚ほどは、啄木にとって題名通りに書かれ、それほど内容と矛盾したものであ
ったとは思われない。しかしそれ以降はどこにも保障はない。実は、啄木にはその題名を決めコツ
〈と書き進めてゆく過程で、最初それほど重要であるとは考えていなかった人物が一人歩きし、作
品の中に大きな位置を占めてゆく結果、小説が最初意図していた通りにゆかなくなる傾向があった。
それはとりわけ処女作である「雲は天才である」という小説にみることができる。題名になっている
「雲」とは朱雲天野である。その朱雲天野は、「髪は蓬々として熊の皮を冠った如く、然も癌にさは
　　　　　　　　　ステツキる程悠悠たる歩調で、洋杖を大きく振り廻し乍ら、目は雪曇りした空を見詰めて、……。初めは狂人か
と思った。近づいて見ると、五分位に延びた漆黒の髪脅が殆んど其平たい顔の全面を埋めて、空を見
詰める目は物凄くもギラギラする巨大なる洞穴の様だ。」と破天荒な人物として描写される。又、彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たたかひの生き方も、「死か然らずんぽ前進、唯この二つの外には路が無い。前進が戦闘だ。戦ふとは元気が
無くちゃ可かん。」と破天荒である。石本や新田らから「天野君は確かに天才です」と言われるよう
に「超人」的な人物である。当然啄木が「雲は天才である」と題を決め、書き始めた時、この主人公
である天才＝朱雲天野を活躍させて一編の小説を創作しようと考えたはずだ。しかし現在我々に残さ
れた原稿からは、ついに朱雲天野を登場させることすらできないのである。朱雲は石本俊吉を通して
語られるだけである。その石本とは、「造化の悪戯によって造られ」、宿命を負った弱々しい不具者な
のである。後半はむしろ石本が中心を占めている。その石本への感情移入が大きくなるにしたがっ
て、当初の意図であった超人的な朱雲は段々活躍させられなくなったのではないか。
　琢木のその当初意図した題名、それは多分に主題を暗示させるほど凝ってつけられるのである。し
かしそれにそって書き進めてゆく結果、当初は単に主人公を補助し、主人公の性格を浮き出たせるため
の役割、それ故に主人公とは対立的に設定されるはずの人物に、豚木の思わぬほどの感情移入がなされ
てゆく結果、大きな位置を占めてゆき、結果的に当初主題を暗示させて考えた題名の小説からは逸脱し
てゆくのである。しかしそれでも啄木は題名を変更してはいない。それはやはり、たとえ書きなぐって
いった結果的に石本的世界が大きく位置を占めたとしても、自分は朱雲的世界に位置しているんだぞ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コという啄木の叫びなのかもしれぬ。啄木の中の認識と本質のずれを暗示しているようで興味深い。
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　この啄木最後の小説「我等の一団と彼」においても同様であった。山崎宛書簡でわかるように、ま
ず最初主題を暗示する題名がつけられた。その時は当然「我等の一団」である亀山を中心としたグル
ープと、彼らとは一寸年齢のはなれていて、彼ら以上に色々な体験をつんだ男であり、常に時代の思
潮にかかわり社会認識にも長けているが、激しい自意識をもち合わせているために人付き合いの悪い
ストレンジャーである「彼」＝高橋を設定し、その関係を通して「現代の主潮」を描こうとしたので
ある。その時、「彼」＝高橋の性格である浪漫的な自意識にいかに毒されているかをより鮮明に描く
ために、高橋と同性質の反対にあるもう一人のストレンジャーである「彼」＝松永を設定することに
なった。当初の意図では松永は脇役であった。しかし松永に、芸術的世界でもとりわけ陽の目を見な
い「美術」（「短歌」も同様である）にかかわりつつ生きようとするが、肺結核であと「三ケ月くらい
の命」であるため、帰郷して療養しなけれぽならぬという設定に及んで、あまりにも過去の己れ又、
現在の己れの姿に酷似していることにより、啄木の中で松永のイメージは一人歩きし出してゆく。も
う一人のストレソジャーである「彼」＝松永のイメージは啄木の中で徐々にふくらんでゆく。そして
ついに最初の「彼」である高橋の浪漫的性格の犠牲にされて帰郷した後、啄木の中で高橋的世界は一
歩退き批判的にうけとめられ、その犠牲として帰郷してゆかざるをえなくなったもう一人のストレソ
ジャーである「病者松永」のイメージが代って大きな位置を占めるのである。まさに最終章で高橋的
世界が批判され退き、松永的世界へ亀山が眼を向け手紙を書くという行為で終っていることがそれを
示す。
　つまりこの小説の題名をつけた時と、実際書かれた内容から逆にこの題名を我々が推したときとで
は、そこに相違があるのだ。当初つけられた「我等の一団と彼」においては、「我等の一団」である
亀山らに、「彼」であるストレンジャーの高橋との関係に「現代の主潮」を描こうとしたものである。
しかし実際書かれた内容からは、亀山らの「我等の一団」た、「彼」であるストレンジャー高橋に、
もう一人の「彼」であるストレンジャー松永との関係に様々な現代の苦悩を描いたことになるのだ。
つまり書かれた内容から逆に題名を推すならぽ、「我等の一団と彼」ではなく、「我等の一団と彼ら」
になるのだ。
　このように考えることができるが故に松永は最初の題名から漏れているとしても、最終的には高橋
にせまるほどの重要な意味を担うと考えることができるのである。当然主題は、小田切氏9）のように
高橋その人に集約して理解するのではなく、又、上田氏1°）のように「我等の一団」と「彼」＝高橋と
の関係のうちに求めるのではなく、「我等の一団」と高橋と松永という二人の「彼ら」との関係のう
ちに求めなくてはならないのだ。
　第5章まで一通り書き終えた啄木が、少し間を置くことによりこの作品を客観的に見れたはずだ。
その時彼は、この高橋を高橋的世界として見、松永を松永的世界として見たのではなかったか。なぜ
なら過去の作品の中に数多くこれらの類型的人物嫁がみられるからである。又、琢木にはこういう前
の世界を踏襲して作品や人物像を創ることがあった1D。
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ではこの高橋的世界、松永的世界とは何であろうか。
　高橋的世界、それは啄木の小説の中で常に主人公的な位置を占めてきている人物像である。彼らは
一様に髭顔で身体的に恵まれ、突然「ワッハハ」と大声で笑ったりする。表面的には豪快なイメージ
はするが、神経織細な内面をもっている。そして激しい浪漫的な心性をもち、誠実に努力しつつも社
会の底辺の知識人であることから脱出できないでいる。それでもなおかつ現実に相渉り、闘って生き
ている啄木よりも年上の男たちなのである。そういう容貌、性格、職業（社会的位置）を設定された
人物像が高橋的世界であり、数多く類型的に見うけられる。それを簡単に記したい。
　　「雲は天才である」の朱雲天野。漆黒の髪髭をはやした男で、先程書いたような激しい浪漫的な性
格の持主である。しかし、「現時の社会」についての言及もある人物である。「漂泊の」楠野君は、
　　　　　かほだて「男らしい顔立」の「アハ…　」と笑う地方の教師である。ストライキをやった肇に「サカンニヤ
レ」と電報を打つ浪漫性を内在させつつも、現在の「社会を改造」することを考えている人物であ
る。「菊池君」（「青地君」も同様）の菊池兼治は、「ガッシリして身体」をし「アッハハハ」と笑う地
方新聞の記者である。無雑作に「大跨に歩く」浪漫的な人で、それ故に「人生の裏路を辿る人」であ
る。その彼も「慈善琵琶会」に顔を出すなど現実に相渉ろうとしている。「札幌」の後藤君は、「ハハ
・・ vと豪快そうに笑う地方新聞の記者である。かなり苦労をしてきたせいか秘密主義者になってい
る。その彼も「私」に対して、「我々の理想を実行できる」ような新聞社へ入れとアドバイスしてく
れる人である。浪漫性と現実的なものを両方持ち合わせている人である。「鳥影」の吉野満太郎は、
「浅黒い見るからに男らしい引緊った顔」の売れない洋画家である。「生活問題」に苦労しつつもそれ
を克服して絵に没頭している男である。
　このように簡単に記したが、よくイメージが似ていることがわかる。しかしこれは決っして啄木の
描写力のなさからではないのだ。その時々の、啄木の周りにいた人に依拠したそのモデルの方の類似
性によるものなのだ。つまり、「雲は天才である」の朱雲は、M39年4月23日の日記から竹田久之助。
「漂泊」の楠野君は、大島経男。「菊池君」「青地君」の菊池、青地は、菊池武治に。「札幌」の後藤君
は小国露堂。「鳥影」の吉野は和田三造12）。に、それぞれ「解題」や「啄木事典13）」などからそのモ
デルを推定できる。つまり啄木が岩手、北海道、東京とそれぞれの地をめぐりつつも、豪快な感じの
する男たちで、陽の目もみることもないがそれでも誠実に努力している下積みの知識人という同じよ
うなイメージをもった人たちに興味をかきたれられていたことを示すものである。
　それに対して松永的世界であるが、こちらは主人公になることはない。しかし確実に作品の中に描
かれる。彼らは一様に肉体的な疎外をうけている。具体的に示したい。
　「雲は天才である」の石本俊吉。「身長五尺」であり、「左の方が前世に死んだ時の儘に堅く眠って
居る。右だって完全な眼ではない。」と描写される。「七ケ月」児である。そしてrr運命と云ふ病気
に取付かれたんです。』」と弱々しく言う。「二筋の血」の豊吉。女乞食に悪口を利いたためその罰で
あるかのように、「17の歳、お蒼前の祭礼に馬から落ちて、右の脚を折り、左の眼を潰し」て不具者と
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して村役場の小使をしている。「鳥影」の山内謙三。「三尺さん」「登記所のお雇さん」「七月児」と書
かれる。「死んだ様に力のない咳を」する「肺病」患者であり、「今年中に死ぬかも知れない」と書か
れ、最後に「入院した」と書かれる。そしてとりわけこの山内は、健康な人たちによって（七）のニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニつかいや（十）の四で残酷なめにあっている。「赤痢」の三国屋の亭主。「長らく役場の使丁をした男で、
せたけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　かたはもの身長が五尺に一寸も足らぬ不具者、齢は四十を越してゐるが、髭一本あるでなし、額の小雛を見なけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うまれつき　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　ななつれぽ、まだホンの小若者としか見えない。」と書かれる。「足跡」の由松。「生来の低脳者」で、「七歳
　　　　　まつち　もてあ　　　　　　　　　　　　うちになる時に燐寸を弄そんで、自分の家に火をつけて、ドン〈燃え出すのを手を打って喜んでゐたと
いふ児」である。「葉書」の高橋次郎吉。「痩犬のやうな顔をして居る。片方の眼が小さい。」「背丈は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うまれつき　ちんば五尺に充たない。」と書かれる。甲田の姉は、「生来の肢者で、背が低くて、三十になる今迄嫁にも行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かためかずに針仕事許りしてゐる姉」と書かれる。「道」の××といふ教師。「『あの砂目さん』」と呼ばれ、
　　　　　かため「意地悪な砂目の教師」と何度か書かれる。
　このように啄木の作品の中にずっと身体的疎外をうけている人物像が設定されている。これらの人
物像は高橋的世界のように主人公になることはなく、又、そのモデルも指摘できないのである。
　このように啄木の作品の中にずっと高橋的世界と松永的世界が描きつづけてこられたのである。こ
ういう二つの世界が大逆事件という未曽有の大事件に遭遇して、彼に投げかけてくるのである。高橋
的世界、それは常に主人公にしてきた。そしてその陰で松永的世界を静かにではあるが、又、確実に
描いてきた。しかし、この第3章で消してしまったが本当に高橋の犠牲となって消してよいのか、と
いう問いである。松永的世界、石本俊吉からつづいて最後に描かれる松永。その松永こそ過去に経験
した己れであり、又、今の己れではないか。それをただ消してもよいのか。そういう問いである。そ
う考える啄木の中で浮かんでくるのは8年前の己れであり、まさに今の己れなのだ。
　松永は、「十三四の頃から画伯のB一門に学んで、美術学校の日本画科に入ってゐる頃は秀才の名
　　　　　　ひそかを得てゐたが、私に油絵に心を寄せて、其の製作を匿名で或私設の展賢会に出したことが知れて師画
　　　・　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ伯から破門され、同時に美術学校も中途で廃して、糊口の為に私の社に入って」（傍点池田）と書か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もれる。そして今の彼は、「肺病」で、「長くて精々三月、或は最初の略血から一月と保たないかも知れ
ない」と言われている。それでも夢を捨てず、「第二の夢」として「作家になる代りに批評家になる」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　にと言い出すのである。しかし、いかんせん「郷里」に帰る。都会をのがれ、田舎の自然の中で療養す
るのである。こういう松永という人物を設定し、描いている時啄木はM35年当時の己れを重複させて
いたはずた。つまり、学校という正規の学問に没頭することができず、詩作にうつつをぬかしていた
盛岡中学時代の彼は、M35年10月末日カンニング事件を起こしてしまう。傲慢な性格から中学を中退
し、文学で身を立てるべく上京する。そこでイプセンの「ボルクマン」などを翻訳して生活の資を得
ようとするが、17歳の田舎からひょっこり出てきた少年にそんなうまい口があろうはずもなく、無理
がたたり病気になり4ケ月後のM36年2月17日、文学的成功はおろか借金を背負いこみ父に連れられ
て帰郷。その後暫く病床にふし、実に「一ケ年許りの間」も「薬餌に身を埋め14）」たのであった。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　157一
の田舎の自然の中で療養しながら、「ワグネルの思想」や「あこがれ」に含まれることになる詩をつ
くったのであった。せっかくのエリートコースを自らの不始末ではずれてしまい、芸術的資性だけを
頼りに都会で挑戦するが、結局その都会での夢を病のために断念し、親に連れられて帰郷するという
設定は8年前の啄木の状況であった。この松永にこめた思いこそ8年前の己れの姿であった。又、自
己の芸術的資性だけを頼りに決死の覚悟で上京し、都会で勝負している状況はM35年当時とM42年に
北海道を逃げるように上京して1年後の今に至っている己れとは、苦しく困難な闘いという意味にお
いて同じものであった。しかしその状況に決定的相違があった。やや滑稽な田舎出の絶対者という表
現が的確である8年前の彼の上京は、たとえ都会での夢がかなえられなくとも、田舎にはちゃんとわ
がままな彼をむかえてくれる由緒ある寺があり、家族があり、都会での借金の尻ぬぐいるするために
寺の木を無断で売って（そのことなどが原因で啄木一家は寺を追われる）ことになるまで金をつくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつてい一人息子のために尽してくれる優しすぎる父親一禎がいた。そして彼はその大自然の中で思う存分療
養しながら思索にうつつを抜かしていることができた。ところがM41年4月24日北海道から命からが
ら上京していらいの啄木にとって、困窮においてはもっとひどい状況なのにもう逃げ帰るべき場所が
全くなかった。宝徳寺は既に人手に渡り逃げ帰るべき田舎がなかったからだ。おまけに家族は啄木の
収入をあてにしているしまつであった。彼の健康面もかなり悪かった。「僕と節子が何方も健康を害
してとうくいつの間にか金はなくなった。僕のは畢寛風邪に過ぎないんだろうが、無理をして出社
するので、夕方は毎日熱が出て困ったよ。三十九度位に上るんだものね。帰って来ては発汗剤にアンチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニラピリンを飲んで、一晩汗をとって、翌朝になると卵なんかで元気をつけては出社するんだ。運命と睨
めっくらをする所以だ！」と、「我等の一団と彼」を書いていると知らせた山崎宛書簡の中に書かれ
ている。ただの「風邪」でないということを彼が一番よく識っていたはずだ。しかしどうすることも
できやしないのだ。もう逃げ帰って静かに自然の中で療養することなどできないのだから。そういう
彼でも唯一できたことがあった。己れに似た人物を創ってそれに己れの心象を託して慰めることであ
った。それがまさに「松永」なのだ。時を止め、現在の状況からのがれ、8年前の幸せであった己れ
に戻り、帰郷し療養したいという激しい安息への願望が松永への設定となり、感情移入されていった
のだ。
　前を向いて歩むしかない己れの闘いの姿を高橋にこめ、本音のところでは田舎の自然の中で療養し
ながら思索していたい自分を松永にこめた。それを最後に彼は手紙を書くという行為にしたのだ。
松永への手紙にはそのような意味があったのだ。上田博氏が言われるような、「人間への信頼を回復
する行為」などではない。
　こごにまさに大逆事件渦中の啄木のすべての心境があった。こういう高橋的世界と、松永的世界を
もたされているという構造は、そのおよそ一年後に執筆された「呼子と口笛」1という詩集にもそのま
まあらわれる。高橋的世界こそ「はてしなき議論の後」から「古びたる鞄をあけて」までの革命的な
6編であり、感傷的で消極的で弱々しいとされる最後の「家」と「飛行機」の2編こそ松永的世界で
ある。とりわけこの「飛行機」の少年のイメージは松永を連想させる。
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見よ、今日も、かの蒼空に
飛行機の高く飛べるを。
給仕つとめの少年が
たまに非番の日曜日、
肺病やみの母親とたった二人の家にゐて、
ひとりせっせとリイダアの独学をする眼の疲れ……
　見よ、今日も、かの蒼空に
飛行機の高く飛べるを。
貧しい生活のうちに、「肺病」やみの人間をもち、それでも常に努力しようとするイメージは同じ
ものである。　　．　　　・
　あえてここで言っておけぽ、最初につけた題名と、実際に書かれた内容から推した題名との落差に
啄木という人の人間存在の本質、啄木文学そのものの本質を読みとることができる。漱石や藤村らを
罵倒し、意気込みつけた題名からは、夢想的世界にひたり奢り高ぶった居丈高な啄木の姿があり、実
際書かれ最初の意図から逸脱してしまった内容の小説からは、二律背反に苦悩し孤独に陥っているカ
オスとしての内面をもたされた地上人啄木の姿がある。その関係は小説と短歌との関係15）でもある。
常に雄大な小説的世界に自己を位置づけようとあらゆる努力をして執筆しながらも、背後に常に女々
しい短歌的世界をかかえていてその夢を果たせず、その失望から一気に書いた短歌にきわめてすぐれ
たものが生まれ、それが啄木の名声を今日にまで残すという皮肉をもたらしている。この落差こそ生
身の肉体塗もたされた啄木存在そのものの落差なのだ。
　「病と貧16）」、言いかえれば、〈宿命性〉と〈社会性〉。これが啄木文学を奏でている基調音であ
る。そのなかに、この「我等の一団と彼」という小説もまたあった。
　以上のように本稿では、「我等の一団と彼」は高橋的世界に依拠して書かれつつも、啄木存在を奏
でていたもう一つの面である松永的世界が浮上することによって成り立っている小説であることを論
じた。「我等の一団と彼」から「我等の一団と彼ら」への移行に、この小説の正確な読み取りがある
ことを示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注〕
1）筑摩書房版「啄木全集」の解説より。なお本稿のテキストはこの全集に拠った。
2）明大「文芸研究」49号の小川武敏氏rr我等の一団と彼』に関する問題←）」の中で、この名称に組織性へ
　の眼をみられているが、M39年「宝徳寺」問題で村を二分して争った「80日間の記」の中に、「吾党の士」
　　「敵党」などあり組織性への眼は既にある。
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3）S55年「啄木小説の世界」双文社出版で上田博氏は、この「我等の一団」の中に松永も含めてしまってい
　　る。しかし松永は3章まではその名前すら書かれることはないのであり、又、「連中のうちに」と書かれ
　　ているが、同じ一団である安井や剣持らとその取り扱われ方は全く異っている。単なる一団の仲間とはち
　　がうのだ。ここは上述の小川武敏氏の論文の（注20）のように、本来の「我等の一団」を亀山安井剣持の
　　3人とみなすべきである。
4）M43年6月13日岩崎宛書簡。
5）上述の小川武敏氏は（注16）で、松永は既に死亡していると考えられている。
6）S55年「啄木小説の世界」双文社出版。
7）6月2日「記事差止命令」。3日「社会主義者捕縛」として一段に及ぶ記事が載る。しかし天皇暗殺を意
　　図した大逆事件であると啄木が「心証的」に悟るのは、洋々社「啄木研究」6号の清水卯之助氏の「大逆
　　事件と啄木の認識過程」によれば、6月21日の管野スガ子のく針文字〉からであるとされる。6月13日に
　　60枚を書いているから、丁度1週間ほどで35枚は書きあげることができる：わけである。第5章までがひと
　　つながりに書かれる。
8）M39年「渋民日記」「80日間の記」
9）上田氏はその論の中で、小田切氏の主題理解を「『彼』高橋に焦点を合わせたときに引き出される見方で
　　ある」と分析されているが賛成である。
10）上田氏自身は、その論の中でこの小説の意図を、「〈我等の一団〉とく彼〉の関係のうち」にもとめられ
　　ている。
11）明大大学院紀要20の拙稿〔その1〕において、「雲は天才である」は、3年2ヵ月も前の「ワグネルの思
　　想」をそのまま踏襲して成りたっていることを論じた。
12）明大「日本文学」11の拙稿〔その3〕において、通説になっている木下杢太郎ではなく和田三造であるこ
　　とを論じた。
13）S45年明治書院発行。司代隆三編。
14）M39年1月18日、小笠原謙吉宛書簡。
15）M42年「弓町より一食ふべき詩」の中で、「私は小説を書きたかった。否、書くつもりであった。……」
　　が結局書けなかった。それで「歌」をヘナぶった様が書かれている。
16）この「病と貧」というようなことばが一緒に使われている例が多い。M35年11月29日瀬川宛、　M37年12月
　　14日姉崎宛、M38年10月11日波岡宛、同年10月18日川上宛、　M41年5月大島宛、　M43年4月12日宮崎宛、
　　同年6月13日岩崎宛、同年12月30日宮崎宛、の各書簡中に。又、M45年1月1日と19日の日記の中に。
　　又、M38年の「閑天地」の（19）（20）は「病と貧と」という題がつけられている。　M　41年の「卓上一枝」
　　にも「病と戦ひ貧と争」ったニーチェを好意的に記している。
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